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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、総じて緩やかな回

復基調が続いているものの、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動による弱い動きや、業種による回復程度

の差異も見受けられました。

 このような中、当社グループの［ガラス基板事業］は、トータル的視点による生産体制の調整の影響等により受

注が軟調に推移致しました。一方、［精密研磨布事業］は、ハードディスクドライブの在庫調整が一段落したこと

等に伴い受注が回復致しました。

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、5,030百万円(前年同四半期比14.2％減)に、損益面では

［ガラス基板事業］の操業度低下等の影響を受け、営業損失は129百万円（前年同四半期は220百万円の営業利益）

に、経常損失は216百万円（前年同四半期は197百万円の経常利益）となりました。

［ガラス基板事業］

 ガラス基板事業においては、生産基盤の海外シフトや競争激化に伴い受注が低迷し、売上高は2,822百万円（前

年同四半期比28.4％減）に、セグメント損失は228百万円（前年同四半期セグメント利益は245百万円）となりまし

た。

［精密研磨布事業］

 精密研磨布事業は、受注の回復により、売上高は2,064百万円（前年同四半期比16.1％増）に、セグメント利益

は227百万円（同84.6％増）となりました。

［その他事業］

 その他事業は、産業用機械製造販売等でありますが、売上高は215百万円（前年同四半期比7.1％増）に、セグメ

ント損失は143百万円（前年同四半期セグメント損失は173百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて831百万円減少し、10,957百万円となりま

した。

 流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少等により685百万円減少し、3,527百万円に、固定資産

は、減価償却費の計上等により145百万円減少し、7,429百万円となりました。

（負債の部）

 負債は、支払手形及び買掛金の減少、借入金の返済等により616百万円減少し、7,605百万円となりました。

（純資産の部）

 純資産は、四半期純損失の計上に伴い利益剰余金の欠損が拡大したため、214百万円減少し、3,352百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 市場環境の不透明感はありますが、当社グループでは得意先のニーズを的確に捉え、新たな付加価値のための技 

術構築に注力するとともにモノづくり力を一層強化し、今後の収益の確保に努めてまいります。

 平成26年12月期の通期業績予想については、平成26年２月13日の「平成25年12月期決算短信」公表時の予想数値 

に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過年度より抜本的な経営体質の改善及び収益基盤の強化を継続実施しております。当第３四半期

連結累計期間においては、受注低迷に伴う稼働率低下等の影響が大きく、営業損失129百万円、経常損失216百万円を

計上するに至っておりますが、引き続き収益構造の改善及びキャッシュ・フローの安定化を図っております。その一

方で、取引金融機関に対する借入金の返済猶予の状況は継続しており、取引金融機関によって期限の利益の確保が短

期にとどまっている状況となっております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存

在しております。

 そこで、当社グループは、当該状況を解消するための対応策として、ますます収益構造及びキャッシュ・フローを

安定化すべく経営体質のさらなる改善を推し進めるとともに、それらを反映した事業計画を策定し、これに基づく借

入金返済計画について取引金融機関からの同意を得られるように協議しております。その結果、全ての金融機関から

返済計画に対する一定の同意が得られております。

 以上を踏まえ、収益構造及びキャッシュ・フローの安定化と取引金融機関からの一定の同意が得られていること等

を総合的に勘案した結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,193,564 1,153,766 

受取手形及び売掛金 2,157,107 1,528,829 

商品及び製品 161,646 147,615 

仕掛品 225,493 220,703 

原材料及び貯蔵品 217,476 202,817 

繰延税金資産 197,713 200,287 

その他 60,487 74,015 

貸倒引当金 △446 △427 

流動資産合計 4,213,044 3,527,608 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,206,213 2,116,229 

機械装置及び運搬具（純額） 1,356,264 1,247,953 

土地 3,458,305 3,458,305 

その他（純額） 109,787 116,439 

有形固定資産合計 7,130,570 6,938,928 

無形固定資産 79,484 76,925 

投資その他の資産 365,670 414,041 

固定資産合計 7,575,725 7,429,895 

資産合計 11,788,769 10,957,504 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 535,555 425,939 

短期借入金 4,432,318 4,261,000 

1年内返済予定の長期借入金 337,998 230,602 

未払金 576,360 507,515 

未払法人税等 30,582 43,534 

賞与引当金 － 35,664 

営業外支払手形 34,018 57,610 

その他 195,166 154,007 

流動負債合計 6,141,998 5,715,873 

固定負債    

長期借入金 1,732,337 1,566,180 

繰延税金負債 50,897 65,768 

退職給付引当金 110,837 95,182 

役員退職慰労引当金 101,002 102,975 

その他 84,855 59,391 

固定負債合計 2,079,930 1,889,497 

負債合計 8,221,928 7,605,371 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,885,734 4,885,734 

資本剰余金 6,335,992 6,335,992 

利益剰余金 △7,748,992 △7,991,285 

自己株式 △411 △411 

株主資本合計 3,472,324 3,230,030 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 94,516 122,102 

その他の包括利益累計額合計 94,516 122,102 

純資産合計 3,566,840 3,352,133 

負債純資産合計 11,788,769 10,957,504 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 5,862,592 5,030,259 

売上原価 4,740,240 4,301,328 

売上総利益 1,122,351 728,930 

販売費及び一般管理費 901,381 858,146 

営業利益又は営業損失（△） 220,970 △129,215 

営業外収益    

受取利息 1,215 1,183 

不動産賃貸料 5,721 12,252 

補助金収入 83,605 18,939 

その他 28,476 12,008 

営業外収益合計 119,018 44,383 

営業外費用    

支払利息 125,201 116,776 

その他 17,586 15,327 

営業外費用合計 142,788 132,104 

経常利益又は経常損失（△） 197,200 △216,935 

特別利益    

固定資産売却益 17,163 17,486 

投資有価証券売却益 6,019 － 

役員退職慰労引当金戻入額 74,036 － 

特別利益合計 97,219 17,486 

特別損失    

固定資産売却損 403 － 

固定資産除却損 834 507 

ゴルフ会員権評価損 － 499 

特別損失合計 1,237 1,007 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
293,182 △200,457 

法人税、住民税及び事業税 22,525 44,673 

法人税等調整額 7,654 △2,837 

法人税等合計 30,180 41,836 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
263,002 △242,293 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 263,002 △242,293 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
263,002 △242,293 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 39,206 27,585 

その他の包括利益合計 39,206 27,585 

四半期包括利益 302,208 △214,707 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 302,208 △214,707 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,942,684 1,735,343 5,678,027 184,564 5,862,592 － 5,862,592 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 42,901 42,901 16,501 59,402 △59,402 － 

計 3,942,684 1,778,244 5,720,928 201,066 5,921,994 △59,402 5,862,592 

セグメント利益又は損

失（△） 
245,076 123,299 368,375 △173,167 195,208 25,762 220,970 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額25,762千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,822,161 2,006,169 4,828,331 201,928 5,030,259 － 5,030,259 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 58,762 58,762 13,395 72,157 △72,157 － 

計 2,822,161 2,064,931 4,887,093 215,323 5,102,417 △72,157 5,030,259 

セグメント利益又は損

失（△） 
△228,269 227,568 △701 △143,783 △144,484 15,268 △129,215 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額15,268千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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